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1まだ「余滴」がしたたるほど研究しているわけではない
ので気が引けるが，『学苑』編集室からのおすすめにより，
とりあえず2009年の仕事始めとしてこのテーマでパソコ
ンに向かった。この4年間，私のライフワーク，クラーラ
ツェトキーン研究に有難いことに科学研究費補助金がつき，
クラーラ関係のテーマでの何度目かの研究の前進の機会を
得たので，クラーラの友人ローザにも目が向いたのである。
助成金といってもたかが基盤研究（C）であるので何ほど
の金額でもない。私一人の孤独な研究である。それでも有
難かったのは，この間毎年，本学の「科学研究費説明会」
を主宰する立場にいやおうなく立たされていたので，自分
が現に外部資金を獲得していなければ示しがつかないとい
う事情があったからである。これまで私の科学研究費の申
請はいつも共同研究や院生を養うためであったが，最後の
この4年は，少しでも自分の研究を進めたかったので，
「エフォート30」として申請し，ともすると院生指導に傾
きがちな自分を律しようとした。つまり金額よりもむしろ
「エフォート30」に意味があったのである。
そのおかげで，初年度2005年度は，これまで寄り付け
ないでいたモスクワのRGASPI
ル ガ ス ピ
（アルヒーフ）に出かけて
ソ連崩壊後公開された資料を遅ればせながら検索すること
ができた。アルヒーフの番人のようなヴァーレリーフォ
ミチェフ氏の案内でクラーラの資料が入ったダンボールの
山の一角に立っただけで，もはやこの研究は私の残された
時間では手に負えないことを認識せざるを得なかったが，
資料の一部電子化を認めていただいて長年の望みをいくば
くか果たした。ここに最低2年は滞在できたらどんなによ
かっただろう。2005年11月にはフォミチェフ氏を女性文
化研究所の第101回研究会にもお呼びしてRGASPIのこ
とをお話しいただく機会ももてた。
第2年度2006年度は，ベルリンのSAPMO
ザ プ モ
（アルヒーフ）
に出かけ，これも統一ドイツ以降に公表されたクラーラの
資料をロルフヘッカー氏に助けていただいて，コピーを
沢山取ることができた。私はSAPMOの前身（IML）には
1970年代終わりから1980年代に何度か出かけているが，
現在のように整理されたクラーラのナッハラース（遺作）
の全貌を閲覧することは不可能であった。この資料も目を
見張るものであり，クラーラとローザに関わるものも残さ
れており，ここにもせめて1年は滞在して研究したかった。
ヘッカー氏とはその後も東京やベルリンでの国際会議でお
目にかかる機会があった。
第3年度2007年度の7月には，クラーラの生誕150年
のコロッキウムで再度ベルリンに行った。ここでは，ロー
ザとの関係の報告もあった。このときの報告は，私の報告
も含めて，2008年に『クラーラツェトキーンとその時
代』という単行本に収録されてベルリンのディーツ社から
出版された。
さて，最終年度の2008年度は，6月20日がクラーラ
ツェトキーン没後75年であり，同じ年度内の2009年1月
15日は，クラーラの友人ローザルクセンブルクの虐殺
90周年であった。この関連では2009年1月19日ベルリ
ンでのローザ虐殺90周年の催しが予定され，私に「ロー
ザルクセンブルクとクラーラツェトキーンの関係」と
題した報告をしてほしいと招待があったが，断らざるを得
なかった。いろいろあって1月に日本を抜け出すことはと
うてい不可能と判断したためである。
この4年間の研究で，クラーラ研究にローザとの関係は
避けて通れないことは思い知らされた。もしローザ虐殺
90周年の催しに出られたら科研費の締めくくりとして申
し分なかったろう。したがって2009年3月に出る『女性
文化研究所紀要』にこのテーマでせめて「論文」を書こう
としたが，それも時間不足と非力のゆえに,自ら「研究ノ
ート」に格下げせざるを得なかった。そのようなわけで，
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とうてい「余滴」がしたたるに至らないが，「クラーラと
ローザ関係」では私が心をひかれたことが研究の本筋以外
であふれている。クラーラとローザという稀有な人生を送っ
た二人の女性のそれぞれの没後の記念に「研究ノート」から
も外れていることをこの機会に書かせていただくことにする。
以下の文で出典は，これまでの私の論文中にあるので省略する。
2
クラーラツェトキーン（1857.7.5 1933.6.20）や，ロ
ーザルクセンブルク（1871.3.5 1919.1.15）が何者かは
ここでは書かない。クラーラはドイツ人であり，ローザは
ポーランド人であるが，後者はポーランド語を解さない私
の研究対象ではなかった。ローザは，1898年にドイツに
移住してベルリンに住んでから，シュツットガルトを拠点
としていたクラーラと20年間，1919年の死に至るまで私
的にも政治的にも思想的にも深い関係にあった。
この関係は，日本でも，1919年12月にすでに山川菊栄
が「ローザと相並んでドイツ社会民主党の双璧たり，世界
の無産婦人のために気を吐いた者に，クララツェトキンが
ある。彼女はその熱烈なる気魄において，その豊富なる才
学において，ローザと甲たりがたく，乙たりがたき地位に在
り 」と書いているし，宮本百合子は小説『道標』のな
かで，「あの女（ローザ）はたいしたものだった。 ローザ
にくらべるとクララの方は，ずっと常識的な女だ」と片山潜
をモデルにした山上元をして，二人の特徴を対比させている。
1985年のマルガレーテフォントロッタ監督のドイ
ツ映画「ローザルクセンブルク」には，ローザを取り巻
く人々が現れる。そのなかでアウグストベーベルが一番
印象的だが，ローザとクラーラ，クラーラの次男コンスタン
チン（1885.4.151980.4.5，愛称コスチャ）のシーンがフィクシ
ョンを交えて描かれている。日本ではあまり知られていない
が，ローザがクラーラとコスチャへ送った手紙は膨大なもの
であり，映画はかなりの部分手紙に依拠して作られている。
ローザの伝記を書いたパウルフレーリヒは，「ローザ
ルクセンブルクの生涯と思想を生き生きと再現するのに最
適の人は，クララツェトキンであった」，「しかし，クラ
ラツェトキンは，1933年に死ぬまで日常闘争に身を献
げ，これが仆れた僚友が自分に課した義務に答える道だ，
とくりかえし語った」といっている。クラーラの伝記作家，
旧東独のルイーゼドルネマンは，「二人の偉大な女性革
命家の友情は，ドイツ労働運動史上もっとも美しく価値あ
るものの一つである」とも書いている。
確かにクラーラは，「仆れた僚友が自分に課した義務に
答える道」を選び取って，60歳代から70歳代の半ばまで
を生きたといえる。しかもローザなしに生きた14年間は，
ローザとともに歩んだ歴史的環境とは全く異なる局面であっ
た。クラーラの活動の場は，ローザの知らないワイマール期
ベルリンの議会と，モスクワのクレムリンだった。ヒットラ
ーとスターリンの足音がひたひたと迫ってきた時期である。
3
ローザとクラーラが生をともにした時代は，19世紀終
わりから第一次世界大戦前後の世界史的激動の時期（ドイ
ツ社会民主党の変容，反戦運動，ロシア革命，ドイツ革命，ワイ
マール共和国とファシズムの台頭）であった。
ローザが愛した男性は，コスチャより前にポーランド人
のレオヨギヘス（1867.7.171919.3.10殺害）がおり，ロ
ーザの弁護士だったパウルレヴィ（1883.3.111930.2.9
自殺）もその一人だったとされる。この二人に対し，非政
治的にローザの心をとらえていたのがコスチャである。西
川正雄は，コスチャを，ローザの15歳年下の「一時期の
恋人」と表現しているが必ずしも一時期とはいえまい。コ
スチャは1904年か5年に医学生としてベルリンに行って，
ローザの家に下宿し，1907年にシュツットガルトに戻っ
ているから，コスチャとローザとの直接の手紙のやり取り
は，1907年1月から1915年4月10日まで（『ローザの手紙
全集』にはローザから約550通がある），ローザの投獄とコス
チャの第一次世界大戦徴兵までであり，その後1918年11
月にコスチャの帰還までクラーラへの手紙で彼の安否を尋
ねているから，コスチャ20歳代のすべてを含む10年間を
優に超える関係と思われる。
ローザやクラーラをみていると実に恋多き人たちだと思
う。ヨギヘスや，レヴィが政治的な死に方をしているのに，
コスチャは，ローザが虐殺された後10年ほどシュツット
ガルトでクラーラの活動を助けていたが，1925年当時は，
ナジャマッソヴァという亡命ロシア人女性といっしょに
いた。クラーラが，18歳若かった二番目の夫で画家のフ
リードリヒツンデルと1929年に正式に離婚するや，ベ
ルリン近郊のビルケンヴェーダーに今も残るクラーラの家
を整えてナジャとともに移り住み，ベルリンとモスクワを
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往復するクラーラの活動を兄のマクシムと支えていた。ま
たマクシムが同じ頃離婚したハンナの生活を心配し，ハン
ナとマクシムの間に生まれたクラーラの孫ヴォルフガンク
（第二次世界大戦で死んだとされている）の優しい叔父として，
ナジャとともにクラーラの私的生活面をも助けたことをう
かがい知ることも出来る。晩年のクラーラとコスチャの文
通にはローザにまつわる思い出も混じる。
しかし，SAPMOに残された手紙では，コスチャはナ
チスから逃れてベルリンを離れ，1933年4月12日プラハ
発，モスクワのクラーラ宛の手紙を最後に消息を絶つ。第
二次世界大戦後，ロシア人の妻を伴ってドイツに帰ったマ
クシムの身上書には，「弟は1933年以来行方不明」となっ
ており，マクシムが1965年に没する時は，コスチャの生
死を知らなかっただろう。しかし，米国のクラーラ研究者
カーレンハニーカットが，1972年と1973年に，ニュー
ヨークでコスチャとその妻ゲルトルートにインタビューし
た事実がある。コスチャは，クラーラとローザについては
少ししか語っていないが，1899年ころ，母のクラーラは
ローザと同じ考え方をしていたと言っている。
1980年，95歳を目前にしたコスチャのカナダでの死の
知らせは，東西に分れていたドイツに，ゲルトルートから
もたらされた。1933年から半世紀に近い日々をコスチャ
はどのようにして生きていたのか。コスチャがかつてナジ
ャと住んだビルケンヴェーダーのクラーラツェトキンハ
ウスは，東ドイツ時代全館クラーラの資料館であったが，
米国で，ハニーカットが1975年に前述インタビューを交
えたクラーラに関する学位論文を出した後でも，「コスチ
ャはスペイン戦争で死んだ」と説明していた。もっとも，
フォントロッタの映画「ローザルクセンブルク」では，
第一次世界大戦ですでに死んだことになっている。ローザ
が愛したコスチャは，何度も死んだことになる。
4
ローザとクラーラは，1896年（ロンドン）の国際会議で
顔をあわせていたはずであるが，親しくなったのはローザ
がチューリヒからドイツに移住してドイツ社会民主党の活
動をし始めてからである。ローザは，レオヨギヘスへの
手紙に，1899年には，クラーラをドイツ社会民主党内で
「唯一，完全にまともな人で，オープンな親切な人」と書
いている（前述コスチャの思い出とも重なる）が，1900年に
は「女性問題にかまけて一般的に発言しない人」と評して
もいる。1909年には，直接クラーラへの手紙で他人に自
分の意思を押し付ける傾向があると批判している（もっと
もこれは，コスチャの将来にかかわることであったが）。さらに
1917年には，ローザが親しくしていた青年，ハンスデ
ィーフェンバッハへの手紙の中で，クラーラがツンデルと
の関係が完全に破綻しているのに離婚しようとしないこと
を批判している。
このようなことは，細かく調べればきりがないが，こう
いうことからいろいろなことがわかってきて面白い。政治
的関係に目を移すことにする。クラーラは明らかに「女性
解放論」を運動のテリトリーとしていたが，ローザはそう
ではなかった。従ってクラーラと活動をともにしたのは，
19世紀末からのドイツ社会民主党の左派としての行動，
1914年第一次世界大戦勃発前後のスパルタクスグルッ
ペからスパルタクスブントへと発展する反戦運動である。
1917年のロシア革命への批判と擁護（ローザの遺作「ロ
シア革命論」の公表とその内容をめぐる関係）と，ローザを死
に至らしめた「ドイツ革命」時の両者の関係は，文筆活動
によるものであるが，ローザルクセンブルクに対するあ
まり明快でない「ロシア革命論批判」が，ローザの名と結
びついてクラーラをも有名にしている。
1918年末～1919年初めまでの2ヵ月間のローザとクラ
ーラの関係を示す資料は，ベルリンのローザから，シュツ
ットガルトのクラーラへの12通の通信（1918年11月18日
付け2通，21日付け，24日付け，29日付け，30日付け，12月21
日付け，25日付け，26日付け，日付なし，1919年1月4日付け，
11日付け）である。これは，東ドイツから1980年代に出
た『ローザの手紙全集』（全5巻）の中に入っている。しか
し残念なことにクラーラからの返信を私は押さえていない
のである。モスクワのRGASPI，ベルリンのSAPMO，
アムステルダムのIISG，ボン-バートゴーテスベルク
のフリードリヒエーベルトシュティフトウンクに散ら
ばっているのはこの目で見ているのだが，ローザとの関係
を重視していなかったので，集めようともしなかったのだ。
私は，ローザのクラーラへの手紙の概要は『女性文化研
究所紀要』第36号「研究ノート」に少し書いたが，ベル
リンの緊迫した状況の中にいるローザの要請にこたえて，
クラーラは『ローテファーネ』誌に寄稿する原稿をシュ
ツットガルトから送り続けていることがわかる。この時，
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を書いてほしいと要望している。女性を味方につけたかっ
たのか，クラーラが書きやすいようにとの配慮なのか判断
できないが，特に11月24日付けでは，「女性への宣伝の
重要性と緊急性はあなたと同じように私にも十分理解され
る」として，ベルリンでも女性向け宣伝誌を必要としてい
ることを熱心に書き送り，二人が会う可能性を問い，最後
にツンデルに宜しくと結んでいる（これは前述1917年のロ
ーザの観察からしてどういう意味をもつのか？）。
1918年11月29日の手紙では，『ローテファーネ』に
女性新聞として週1回の付録をつけることを決めたのでク
ラーラにそれを担当してほしいと書いている。また，11
月30日付けでは，ローザはクラーラに，「すぐ，革命の中
での女性の課題について，短く，平易な，宣伝的な一般的
な女性むけパンフレットを送ってください」と依頼している。
クリスマスの25日，「私は今日，ブレスラウ以来はじめ
て私の文机に向かって，あなたにクリスマスの挨拶を書い
ています」という書き出しで，どんなめまぐるしい一日を
送っているか，カールリープクネヒトとどんなに危険な
毎日を生きているかを書いて，シュツットガルトのクラー
ラのところに行きたいと思っても時間がないことを嘆いて
いる。ベルリンの政治的混雑が目に見えるような手紙であ
る。私は1983年，シュツットガルトから，朝方汽車に乗
って東ベルリンまで行ったことがある。途中，東西ドイツ
の国境越えもあって時間がかかり，着いたのは夕方だった。
確かに1918年当時は東西に分かれていなかったとしても
すぐ往復できるような場所ではなかったのである。
そして，ついに1919年1月11日付けのクラーラへの最
後の手紙となる。「今日あなたの詳しい手紙を受け取り，
やっと落ち着いて読む時間をみつけました。それに返事を
書いているなんて信じられません。数週間来私と，私たち
すべてが，どんな生活の仕方をしていることか，雑踏，ひ
っきりなしの転居，絶え間ない警報の知らせ，その間の緊
張した仕事，会議，等々。私は，逐一あなたに書くことは
できません!私の住まいを，私は，ただ夜の2，3時間，
時々見るだけなのです。でも今日，多分首尾よく手紙を受
け取れたのです」ではじまり，最後は，「 レオヨギ
ヘスは逮捕されました。今日はこれで終わりにしなければ
なりません」と書いている。
その4日後，1919年1月15日，ローザとカールは反革
命の手で虐殺され，ローザはベルリンの運河に投げ込まれ，
遺体は5月まで運河の中にあった。同じ日に殺されたカー
ルは，ケーテコルヴィッツの版画「リープクネヒト追悼」
で知られている。
ローザの死後，数ヵ月後にヨギヘスも殺された。1922
年にレヴィがローザの遺稿「ロシア革命論」を公表し，論
議を巻き起こし，複雑な状況の中で1930年に自殺した。
コスチャは，カナダで実に1980年まで生きながらえた。
その後，社会主義が紆余曲折を経て，現在に行きついてロ
ーザのロシア革命論批判が再評価されたり，クラーラやロ
ーザ関係の資料も自由に閲覧できるようになった。
ローザは27歳の時，チューリヒ大学で経済学博士の学
位を取得しているので，経済学の理論家でもあり，ロシア
革命批判とともに，1913年出版の『資本蓄積論』もフェミ
ニストから再考されて久しく，ローザの人気は今も衰えない。
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私はこのところ，座右においている3冊の本がある。そ
れは，西川正雄著『社会主義インターナショナルの群像
1914 1923』（岩波書店 2007），二村一夫著『労働は神聖な
り，結合は勢力なり―高野房太郎とその時代―』（岩波書店
2008），加藤哲郎著『ワイマール期ベルリンの日本人―洋
行知識人の反帝ネットワーク』（岩波書店 2008）の3冊で
ある。この3冊は，それぞれ別々な理由から私の研究意欲
をかりたてる労作だからである。共通していることは，い
ずれも30年から40年をかけた研究の成果であり，クラー
ラやローザの生きた時代と重なり，原資料の掘り起こしに
徹底して厳密である上，本の作り方も丁寧で，著者のテー
マにかける情熱と時間が伝わってくるからである。
ローザの『全集』全17巻も，重訳ではないポーランド
語からの翻訳も含めて，ここ日本で刊行の準備中であると
いう。これらに比べれば，クラーラの研究のほうは明らか
に立ち遅れている。私は「エフォート30」の分はとりあ
えず報告書としてこの3月にまとめはするが，「エフォー
ト30」という枠が外れた後でなければ，つまり，30％の
分母となる研究の公的場を失ってからでなければ，十分研
究時間をとることができない。この時間を取れる日々が目
前に迫るローザ虐殺90年の春である。
（いとう せつ 福祉環境学科）
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